
オレオレ詐欺にご注意を 
 

 日頃より、金融窓口をはじめ様々な場面で当ＪＡとお付き合いいただき誠にありがとうござい

ます。 

さて、本日は、最近毎日のようにテレビや新聞で報じられている「オレオレ詐欺」にご注意い

ただくために、最近の詐欺の手口をご紹介するとともに、皆様の大切な貯金を詐欺から守るため

のＪＡバンクの取組みについても紹介させていただきます。 

「オレオレ詐欺」とは、既にご存じの通り、「オレ、オレ」と息子や孫などをかたる犯人が皆様

のもとに電話をし、巧みに貯金の残高を聞き取り、大切な貯金をだまし取る、という詐欺犯罪で

あります。 

 また、最近では、犯人が「名簿」等を入手しており、はじめからご家族などの名前をかたって

電話をかけてくるケースもあるようです。 

近年、こうした「オレオレ詐欺」をはじめ、「還付金詐欺」や「架空請求詐欺」などの特殊詐欺

被害は止まることを知らず、平成 26 年中（1 月～12 月）に北海道で発生した特殊詐欺被害は、

259件で 1,250百万円にも上っています。 

平成 27 年 3 月に入ってからは、僅か半月の間で、20 数件、130 百万円の被害が確認され、す

べての手口が「引出した現金を直接犯人に手渡しする」、いわゆる「手渡し型」の詐欺として被害

が相次いでいます。 

大切な財産を騙し取られないよう、次の点にご注意いただきますようお願い致します。 

 

１．詐欺を疑うキーワード 

「オレオレ詐欺」は、まず、犯人からの電話があり、スタートします。 

会話の中で、次のキーワードが出てきたら、「詐欺」を疑ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【詐欺を疑うキーワード】 

①電話番号が変わった 

②風邪をひいていて声の調子がおかしい 

③病院にきている 

④カバンが盗まれた（なくした） 

⑤支払期限が迫っている         

⑥このことは他の人には言わないで       等 



２．被害に遭わないために、特にご注意いただきたい点 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．被害防止に向けたＪＡバンク北海道の取組み 

   ＪＡバンクでは、皆様の大切な財産を「手渡し型」の詐欺被害からお守りするため、 

①窓口で高額な現金をお引出しいただく場合や、定期貯金をご解約いただく場合には、当ＪＡ職

員から「お使い道」を確認させていただくほか、警察官からも詐欺にあっていないかを確認させ

ていただく場合があります。 

    この取組みは、北海道警察本部からの強い要請により行うもので、道内の他の金融機関でも

同様の取組みが行われます。 

   ②また、高額な現金をお引出しいただく場合には、「現金でのお持ち帰り」ではなく、「お振込みの

ご利用」等をお勧めさせていただきます。 

    「手渡し型」の詐欺を防ぐほか、皆様の大切な貯金の紛失や盗難から守る目的があります。 

   ③高額のお振込の場合には、見積書や請求書等を確認させていただくほか、ご家族等への確認

をさせていただく場合があります。 

 

   皆様の「貯金が引き出せなくなる」というものではございません。 

   一部ご不便をおかけいたしますが、何卒、ご理解、ご協力をお願い致します。 

 

以 上 

①『「自分だけは大丈夫」とは思わない』 

   ⇒被害にあった方の多く「自分は騙されない」と思っていました。 

     犯人は巧妙に話を進め、通常の心理状態を保てなくしてきます。 

②「決して他人事ではない」 

   ⇒警察によると、全道各地の警察署へ「予兆電話」に関する通報が相次いでいる 

ようです。（警察は「緊急事態」と認識） 

③『「○○かい？」と名前を聞いても、本人確認をしたことにはならない』 

   ⇒電話の声だけで相手を特定することは、実は非常に困難です。 

     確認のために「合言葉」を決めておく等の対応も必要です。 

④『「息子（孫）に直接現金を渡すから大丈夫」と思わない』 

   ⇒犯人は現金を自ら受け取りに行くかのように話を進めてきますが、 

手渡す約束の直前に必ず「行けなくなったので○○（同僚など）が代わりに受け 

取る」などと、土壇場になってキャンセルしてきます。 

⑤「必ず誰かに相談すること」 

   ⇒詐欺被害者のほとんどが誰にも相談せず、犯人へ現金を渡しています。 


